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錦江湾のミナミハンドウイルカ ～
これまでの錦江湾の鯨類調査ではミナミハンドウイルカ、ハセイルカ、ハンドウイルカの3種類のイルカを

確認しています。今回はその中でも特に2012年から2018年までの調査でミナミハンドウイルカについて
わかったことを紹介します。

ミナミハンドウイルカって？

ミナミハンドウイルカはかごしま水族館にいるハン
ドウイルカによく似ていますが、ハンドウイルカよりも
一回り小さく、吻が長いのが特徴です。また、大人になる
とおなかに斑点模様が出てくることで見分けることがで
きます。錦江湾では湾の奥でよく見られるイルカたちで、
定住している可能性が示されています。また、岸近くで発
見されることが多く、海岸線を走る国道10号線やそれと
並走するJR日豊本線の車窓から見つかることもあります。

ミナミハンドウイルカのことをもっと知りたい!
私たちは湾全域を
対象として2004年か
ら2011年までは年１
回セスナ機と船3隻
を使った調査、2012
年から2016年までは
季節ごとに年４回船
３隻を使った調査を
実施してきました。し

かし、湾全域のすべてのイルカを対象とした調査では、ミ
ナミハンドウイルカの生態を知るためには回数が足りま
せんでした。そこで、年間４回だった調査を2015年から京
都大学野生動物研究センターの支援を受けながら年間
10回に増やしました。そのうちの2回は夏と冬に湾全域
のイルカの生息調査にあて、残りの8回はすべて船1隻を
使ったミナミハンドウイルカの個体を見分ける「個体識別
調査」にあてました。

個体識別調査でわかったこと
調査でイルカを発見したら、発見した場所を記録し、
種類を判定してイルカの背びれをできるだけ真横から

写真に撮ります。背びれに一度
できてしまった傷は一生治りま
せん。この傷を手掛かりに持ち
帰った写真を使って1頭ずつ見
分けて個体を識別します。識別
できた個体にはIK1（「Inner 
parts of Kagoshima Bay」の

略）から順番に番号をつけていきます。1999年から2018
年までの20年間に86頭を識別することができました。
見分けられた個体は調査のたびに確認して、発見した
ら「出席簿」に●をつけます。調査を始めた1999年にこの
出席簿に記録され、今年2018年6月の出席簿にも●がつ
いているイルカが5頭います。このことから、この5頭の年
齢は少なくとも20歳以上だということがわかります。また
この5頭は20年以上、錦江湾に定住していた可能性があり
ます。このようなこ
とがわかったのも
長い間調査を続け
てきた成果です。

錦江湾のイルカの出席簿（●は20年間錦江湾で観察されている5頭IK5,8,10,11,13）

おなかに黒い斑点 ハンドウイルカよりも長い吻

波に乗ってジャンプするイルカ

背びれにできた傷

IK5 IK8

IK10 IK11 IK13

ふん

はんてん もよう
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 ～鯨類調査でわかったこと～
繁殖について

錦江湾では子供のイ
ルカも時々見ることが
できます。その中でも
特に体が小さく、体の横
にシワのあるイルカを
見つけることがありま
す。生まれる前のイルカ

の赤ちゃんは、お母さんのおなかの中に折れ曲がって入っ
ています。この時に赤ちゃんの体にできるシワを在胎痕
といいます。このシワは生まれてから数か月は消えません。
つまり体にシワの残っている小さなイルカは生後数か月
以内の赤ちゃんイルカなのです。このシワのある赤ちゃん
イルカを見つけることで、だいたいの繁殖時期やその年に
少なくとも何頭の赤ちゃんイルカが生まれたのかがわか
ります。2014～2017年の間で年間1～4頭の赤ちゃんイ
ルカが観察できました。また、このような赤ちゃんイルカ
は4～10月にかけて確認されています。ミナミハンドウイ
ルカの妊娠期間は約1年であることから、錦江湾のミナミ
ハンドウイルカの繁殖期は春から秋で、年間少なくとも
1～4頭の赤ちゃんが生まれていると考えられます。

2つの群れ
2015年あたりか
ら、調査に出かける
と、ある２つの群れ
が確認できるよう
になってきました。
2016年に発見し
た識別個体の同伴
指数（同じ群れで

見られる確率）などの解析から、発見される場所の違う
２つのグループが存在することがわかりました。ハンドウ
イルカ属のイルカたちは群れのメンバーがくっついたり
離れたりを繰り返す離合集散の社会を持つといわれてい
ます。この２つの群れはいつから２つに分かれたのか、
今後この２つの群れのメンバーがどのように変化するのか
楽しみです。

まだわかっていないこと・これから…

これまでいろいろな機関と協力して20年間、錦江湾の
イルカを見続けてきました。また、ここ3年の間に調査回
数を増やして観察を続けることで、ようやく錦江湾のミナ
ミハンドウイルカの生態の一端が垣間見られるように
なってきました。しかし、イルカの寿命は30～40年といわ
れていて、錦江湾のイルカたちのことをもっと詳しく知る
ためには、丁寧な調査をさらに長く続けていく必要があり
ます。錦江湾では水中からの観察は難しく、私たちが水面
から識別個体の性別を知ることは簡単なことではありま
せん。今後、さらに詳しく錦江湾のイルカの社会について
知るためには、識別個体の性別を知ることはとても重要
です。これからも積極的に錦江湾のイルカの調査を続け
て、親子関係や子育ての様子など錦江湾のイルカの社会
をもっともっと詳しく知り、皆さんにお伝えできるように
していきたいです。　　　　　　　　　　　（柏木伸幸）

3）

※本研究の一部は京都大学野生動物研究センター共同研究・協同利用として
行われ、科学研究費15H05709（代表　京都大学霊長類研究所　友永雅
己）、17J02427（京都大学霊長類研究所　山本知里）と京都大学リーディン
グ大学院「霊長類学・ワイルドライフサイエンス（PWS）」の支援を受けました。

IK64と赤ちゃんイルカ

在胎痕のある赤ちゃんの発見数

水中のイルカ

在胎痕の残る（シワのある）赤ちゃんイルカ

ざいたいこん

どうはん

しすう

りごう しゅうさん
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イルカ水路で観察できる
イルカと魚の関係
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イルカと魚の関係
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イルカ水路で観察できる
イルカと魚の関係

屋外施設のイルカ水路（以下、水路という）で
は、春先になるとニシン目の稚魚やカタクチイワ
シ、キビナゴなどの多くの魚たちが、毎年のように
群れをつくり泳いでいます。イルカたちが春に訪れ
る稚魚の群れを追いかけている様子をよく見かけ
ます。これらの群れは数か月間水路内にとどまる
といつの間にかいなくなって見ることができなく
なります。しかし、今年は昨年の11月頃からずっと
約2000尾の魚の群れをみることができています。
種を調べてみると「カタボシイワシ」でした。

カタボシイワシは大きさが15～20cmほどで、
暖かい海にすみ、鹿児島近海では定置網などで頻
繁に捕獲される魚です。群れになり渦を巻き、口を
開けながら泳ぎ、えらでえさとなるプランクトンを
こして食べます。大きな塊が形を変え泳ぐ様子は
観察していて飽きることがありません。
水路のカタボシイワシは天敵であるイルカを避
けるように、距離をおいて過ごしています。時々、イ
ルカたちは素早く泳ぎカタボシイワシの群れに
突っ込んで追いかけ口で捕まえます。そのまま見て
いると、イルカはカタボ
シイワシを飲みこもうと
せず口を開き、捕まえた
カタボシイワシを逃がし
ます。イルカたちはいつ
でもカタボシイワシを捕
まえることができること
を知っているのか、食べ
ずにただ遊んでいるよう
です。魚にとっては迷惑
な話ですが、自然の海で
も同様にイルカが捕まえ
た魚を食べずに、遊び道具にする様子が各地で確
認されています。無料ゾーンの水路に気軽にお越し
いただき、そこに生きる魚とイルカたちとの関係を
ぜひ観察してみてください。　　　（吉田明彦）

本誌82号でもお知らせしたように、当館で初めて平成30年
３月13日にメスのゴマフアザラシが生まれました。生まれて
間もなく母アザラシが亡くなり、飼育員が人工ミルクを与え
ながら大切に育ててきました。生後１か月過ぎた頃から、
飼育員の手からイワシやシシャモなどのえさを食べるための
トレーニングを開始しました。生まれた時は約８kgだった
体重は31kgになり、体調についても問題ないと判断した
ため８月26日に予備水槽からアザラシ水槽に移動させて、
お客さまにご覧いただけるようにしました。ぜひ、当館生ま
れのゴマフアザラシに会いに来てください。

カタボシイワシ

３月13日に生まれたゴマフアザラシがデビューしました。

見学者でにぎわう「イルカ水路」

イルカ水路を泳ぐ
カタボシイワシの群れ

コラムコラム

色とりどりのイバラカンザシ イバラカンザシの鰓冠
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80.イバラカンザシ
ゴカイといえば皆さんはどのようなイメージをお持
ちでしょうか？私のイメージするゴカイは「細長い地
味な生きもの」、「釣りの定番のえさ」などでした。
今回紹介するイバラカンザシも実はゴカイのなか
まです。イバラカンザシは、本州中部以南の暖かい海
に生息し、岩やサンゴに穴を開け、そこに石灰質の棲
管をつくり住んでいます。しかし、何より色鮮やかな
えら（鰓冠）が特徴的で、英名ではその鮮やかな色と
形から「Christmas tree worm」と呼ばれています。
初めて目にした時から、私の
ゴカイに対するイメージは
大きく変わりました。
桜島周辺の海でも、色とり
どりのイバラカンザシを観察
できます。そのきれいな姿を
潜って写真に収めようと私が
近づくと、泳ぐ時にできる水
流などの刺激を感じて、えらを
棲管の中に引っ込めてしまい

ました。再び棲管からえらを出すまで根気よく待つこ
とで、お気に入りの1枚を撮影することができまし
た。何度も挑戦してえらを広げてくれたときは「心を
開いてくれたんだ！！」と、うれしく感じました。
皆さんも海に行く機会があればぜひ色とりどりの
イバラカンザシを探してみてください。同じ場所に
複数いることが多いので１匹見つけたら周辺を見て
みてください。あなただけの１匹がきっと見つかる
はずです。　　　　　　　　　　（上野　洸史郎）

錦江湾の
なかま た ち

2階：枝状サンゴがつくる生態系

南西諸島の海コーナーの１つの水槽を「枝状サン
ゴの群生がつくり出す生態系」をテーマとした展示
に変更しました。
枝状サンゴは内湾性の浅い環境に多く生息し、太
陽光を浴びて光合成を行います。万遍なく光を浴び
るため互いに重ならないように伸びたサンゴの枝は
複雑な構造をつくり出し、生きものたちの絶好の隠
れ家になります。また、サンゴは光合成で得た栄養
分のうち、余った分を粘液とともに体外へ排出しま
す。この栄養満点の粘液は周囲にくらす生きものに
とって重要な食糧となります。こうしたことからサ
ンゴの群生には多種多様な生きものが集まり、1つ
の生態系がつくり出されています。

奄美大島近海の浅瀬にはユビエダハマサンゴなど
の群生地がいたるところで見られます。そこではサ
ンゴの上で群泳するデバスズメダイやミスジリュウ
キュウスズメダイ、パトロールするように泳ぎ回る
タレクチベラやヒブダイが見られ、枝間にはイトヒ
キテンジクダイやウスモモテンジクダイが身を寄せ
ています。茂った枝で光の届かなくなった群体下部
付近にはオトヒメエビがペアでくらし、少し離れた
海底ではスイジガイがえさを求めて這いまわりま
す。このような環境を再現し、たくさんの命がサン
ゴによって育まれていることを感じられる水槽を目
指しました。じっくりと観察してたくさんの命を見
つけてみてくださいね。　　　　　（西田和記）

さいかん

まんべん

ク リ ス マ ス ツリー ワーム

せい

かん



血のおはなし
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私たちの手のひらを太陽にすかしてみると、真っ赤に
流れる血があることがわかりますよね。もちろん動物
たちにもちゃんと血が流れています。
血の中には血球があります。血球に
は大きく分けて３種類あります。赤血
球と白血球と血小板です。血球は動物
の種類によって、それぞれ形が少しず
つ違っています。写真は見やすいよう
に血球を染めて顕微鏡で拡大したも
のです。赤血球は体中に酸素を運ぶ役
割を担っています。白血球は体の中に
入ってきた悪い細菌等と戦う役割を
担っています。血小板（栓球）はケガを

したときに血を止める役割を果たします。血は体のす
みずみまで流れているため、体に異常があると血に反
映されます。例えば、細菌やウイルスに感染すると、白
血球の数が増えます。また、貧血になると赤血球の数
が減り、その形が変わることがあります。もしも動物た
ち自身に体の不調があっても、人間の言葉を話せない
ので飼育員がそれに気づかないことがあります。その
ため水族館では動物たちの血を定期的に調べること
で、病気の早期発見・早期治療に役立てています。

（濱野剛久）

皆さんは浜辺で貝がらやビーチグラスを拾ったこ
とがあるでしょうか。何もないように見えた浜辺
で、思いがけず見つけた美しい貝殻に目を輝かせた
ことのある人は少なくないはずです。浜辺を歩き、海
から流れ着いた漂着
物を拾い集めること
を「ビーチコーミン
グ」といいます。
「どこの海から流れ
てきたのかな？」そ
んなことを考えてい
ると、そのひとつひ
とつに物語があるこ
とに気づきます。
見つかる物の中に
は、一見何だかわか
らない物もあります
が、その正体は海の

生きものの体の一部だったりすることもあるので
す。今回の情報休憩コーナーでは、この「ビーチ
コーミング」をテーマに、浜辺でおなじみの貝がら
はもちろん、全長１cm以下のマメウニのなかまや外
国から流れ着く物など、いつもは見過ごしている浜
辺の「お宝」とその正体を紹介していきます。ま
た、拾ったものを使った工作の紹介や、飼育員が浜
辺で拾ったものから製作した楽器を奏でるコーナー
もあります。
どこからか流れ、波にもまれて打ち上げられた漂
着物たち。ぜひこの秋、浜辺でさまざまな漂着物を
拾って、自分だけの「お宝」を探してみてください。

（堀江　諒）

情報休憩コーナー情報休憩コーナー

ビーチグラス　ガラス製品が割れて
波で削れてできたもの

小さなマメウニのなかま浜辺のお宝大集合！

血球の顕微鏡写真　赤血球の直径は大体5-7μm　※1μm=0.001mm

ビーチコーミングへ行こう！
～浜辺のお宝さがし～

～

1㎜

血小板（栓球）

赤血球 赤血球

白血球

白血球

血小板（栓球）

8代目ユウユウがやってきた8代目ユウユウがやってきた
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約10か月ぶりにジンベエザメの展示を再開しました。
8代目ユウユウとしてやってきたジンベエザメは全長5m、
オスです。8代目ユウユウは5月31日、薩摩半島南さつま市
笠沙町の定置網に入網しました。すぐに水族館には運ば
ず、海面イケスで餌付けや健康チェックを行い、6月26日に
黒潮大水槽に搬入しました。搬入当日は平日で、急な告知
にもかかわらず、多くのお客さまに水槽前で搬入の様子を
ご覧いただきました。また、6月30日、7月1日に8代目ユウ
ユウ展示開始記念イベント「ジンベエザメがやってきた」を

行い、8代目ユウユウが水族館にやってくるまでを映像を使
いわかりやすく紹介しました。現在は水槽にも慣れ、悠々
と泳いでいます。毎日10時15分に行っているイベント「ジン
ベエザメの食事の時間」ではダイナミックにえさを食べる
シーンがご覧いただけます。
当館でのジンベエザメの展示は黒潮大水槽で飼育可能
な大きさを全長5.5mとして、全長5.5mに達した際には
海へ帰す方法で行っています。　　　　　（土田洋之）

輸送時間は5時間、輸送中は定期的にバイタルチェックを行います。

無事水槽に到着。8代目ユウユウとして元気に泳ぎだしました。

こんなこと あんなこ
と

　秋篠宮殿下は、５月17日、18日の２日間にわたり鹿児
島市で開催されました平成30年度（公社）日本動物園水
族館協会通常総会にご臨席になり、17日午後に当館を
ご視察になりました。殿下には平成９年５月のかごしま
水族館開館記念式典にご臨席いただいており、21年ぶり
２回目のご来館となりました。
　ご視察では、今年３月にオープン
した「サンゴ繁殖センター」や40種
類以上のウミウシを展示した「うみ
うし研究所」、当館のこれまでのジ
ンベエザメ展示の取り組みを紹介し
た特別企画展、解説に手話を取り入
れたプログラム「いるかの時間」な
ど、主な展示エリア８か所に配置し
た飼育職員が、それぞれの生物や
展示の特徴について緊張しながら

秋篠宮殿下のご視察

ご説明しました。殿下は大変興味を持たれたご様子で、「サ
ンゴの繁殖方法」や「ジンベエザメの入手や輸送方法」な
どについてご質問をされました。また、水族館ボランティア
の活動を紹介するコーナーでは、ボランティアたちが小石
に魚を描いた作品をご覧になり「これはクマノミですね」
「カゴカキダイですね」と気さくにお声を掛けられ、ボラン
ティアも緊張した表情から笑顔になりました。
　私たち職員一同は、かごしま水族館をご視察いただ
き、殿下とともに貴重な時間を過ごすことができたこと
を光栄に思い、これからも鹿児島の多様な海と生きもの
を伝えていく水族館として誇りを持って励んでいきたい
と思います。　　　　　　　　　　（館長　佐々木　章）

平成30年日本動物園水族館協会通常総会で
お言葉を述べられる殿下

イルカのご説明を受けられる殿下

拡大版



編集後記

　大島海峡の水深32メートルの砂底から採集された全長73センチの
１個体に基づき、2018年５月にチンアナゴ属の新種として発表されまし
た。本種はとても警戒心が強く、人が少しでも近づくと巣穴に隠れてし
まい、離れるとまた出てきます。この性格が「逃げ水」（地鏡ともいう）現
象に似ていることから「ニゲミズチンアナゴ」と命名されました。学名の
fugaxはギリシャ語で「恥ずかしがりの」、「内気な」、「引っ込み思案の」を
意味します。英名はShy Garden Eelで、まさに「恥ずかしがり屋のチン
アナゴ」です。大島海峡の限られた場所で40個体前後のコロニーが複数
確認されています。　　（鹿児島大学総合研究博物館 館長 本村浩之）

No.6　ニゲミズチンアナゴ

シリーズ
鹿児島未知の魚を発見！未知の魚を発見！

編集・発行／公益財団法人鹿児島市水族館公社
 〒892-0814  鹿児島県鹿児島市本港新町3番地1
 TEL.099-226-2233   FAX.099-223-7692
　　　　　 【ホームページ】 http:// iowor ld . jp
印 　　刷／株式会社イースト朝日

さくらじまの海 2018年第22巻 第2号 通巻83号
（2018年9月発行）

平成30年の日本の夏は、連日マスコミが「命に
危険が及ぶ暑さ」と伝え続ける猛暑となり、多くの
方が熱中症で救急搬送されました。また、西日本を
中心とした豪雨に加え台風が続けざまに来襲し、
自然の猛威の前に私たちはあまりに無力でした。
自然災害でお亡くなりになられた方々のご冥福を
お祈り申し上げますとともに、被災されました皆さ
まには心よりお見舞いを申し上げます。
子供たちの歓喜の声が響きわたっていた館内は、
夏休みが終わると一気に寂しくなります。しかし、
今年の９月は違います。ジンベエザメの８代目ユ
ウユウと９代目候補の２頭が遊泳している様子を
一目見ようと、平日にもかかわらず多くのお客
さまが訪れにぎわいました。５日間限定となった
ジンベエザメ２頭展示については次号でお伝えし
たいと思います。
本誌で紹介しましたように、当館生まれのゴマ
フアザラシがアザラシ水槽にデビューしました。
母アザラシが亡くなったため、飼育員が親代わり
となり24時間体制で大切に育て大きく成長しま
した。病気等をして心配することもありましたが、
懸命に生きようとする姿に心打たれました。この
冊子が届くころ、皆さまから応募のあった仔アザ
ラシの愛称が決まっていることでしょう。　（久保）

自分で描いた魚がス
クリーンに泳ぎだす？！
そんな不思議なイベン
トを夏休みに開催しま
した！紙に描いた魚を
スキャナーで読み込んで
スクリーンに投影させる
仕組みです。
楽しみながら鹿児島
の海の生きものに親し
んでいただくため、初め

て実施したイベントです。子供たちにも気軽に楽しんでもらえるようにク
ラゲやカニ、サメなど、なじみのある生きものの塗り絵を用意しました。
スクリーンには、それぞれ思い思いに描いたカラフルな生きものたちが
のんびりと泳ぎだしていきます。なかにはダイバーを描くなど違った楽し
み方を発見した方もいらっしゃったようです。子供たちに教えながら自ら
夢中になる大人の方が多かったのも印象的でした。　　　　（三重　拓）

みんなで描こう かごしまの海

ROV（水中ロボット）を操作し、深海調査を疑
似体験するイベント「体験！ROV操作教習所」を
行いました。ロボットが見ている水中の景色は、
ケーブルを通して手元のモニターに映し出され
ます。参加した方はそれを頼りにロボットを上
下左右に操って水槽を探査し、見事深海生物の
映ったカードを探し出しました。

体験! ROV操作教習所

ニゲミズチンアナゴ
Heteroconger fugax Koeda, Fujii and Motomura, 2018


